
（　
　
　
　

）

ア
ル
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ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

同
志
社
法
学　

六
七
巻
八
号�

二
三
一

三
三
七
三

◆
同
志
社
大
学
刑
事
判
例
研
究
会
◆

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発

進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て
そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行

為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た

事
例

最
高
裁
平
成
二
三
年
（
あ
）
第
二
二
四
九
号
平
成
二
五
年
四
月
一
五
日
決
定
、

刑
集
六
七
巻
四
号
四
三
七
頁
、
判
時
二
二
〇
二
号
一
四
四
頁
、
判
タ
一
三
九
四

号
一
三
九
頁

奥
　
　
田
　
　
菜
　
　
津
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
八
号�

二
三
二

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
七
四

【
事
案
の
概
要
】

　

Ａ
（
当
時
四
五
歳
）
お
よ
び
Ｂ
（
当
時
四
三
歳
）
は
Ｃ
（
当
時
三
二
歳
）
の
勤
務
す
る
運
送
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
転
手
で
あ
り
、
先

輩
と
し
て
Ｃ
に
仕
事
の
指
導
等
を
し
て
い
た
。

　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
の
他
数
名
の
同
僚
ら
は
、
平
成
二
〇
年
二
月
一
七
日
午
後
一
時
三
〇
分
頃
か
ら
同
日
午
後
六
時
二
〇
分
頃
ま
で
、
飲
食
店

甲
に
お
い
て
飲
酒
し
た
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
、
更
に
別
の
飲
食
店
で
飲
酒
す
る
こ
と
と
し
、
Ｃ
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
タ
イ
プ
の
普
通
乗
用
車
（
以

下
、﹁
本
件
車
両
﹂
と
い
う
）
を
、
Ｂ
は
Ａ
を
同
乗
さ
せ
た
普
通
乗
用
車
を
運
転
し
、
同
日
午
後
七
時
過
ぎ
頃
、
飲
食
店
乙
に
到
着
し
た
。

　

乙
店
が
開
店
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
本
件
車
両
に
乗
り
込
み
、
乙
店
の
開
店
を
待
っ
て
い
た
。
同
日
午
後
七
時
一
〇
分

頃
、
Ｃ
が
、
Ａ
・
Ｂ
に
対
し
、﹁
ま
だ
時
間
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
う
一
回
り
し
て
き
ま
し
ょ
う
か
﹂
な
ど
と
、
開
店
ま
で
の
待
ち
時
間
に
、

本
件
車
両
に
被
告
人
両
名
を
同
乗
さ
せ
て
付
近
道
路
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
了
解
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
は
、
顔
を
Ｃ
に
向
け
る
と
共
に
顔
を
縦
に
振
っ
て
頷
く
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
は
、﹁
そ
う
し
よ
う
か
﹂
な
ど
と
応
え
る
こ

と
に
よ
り
、
Ｃ
が
Ａ
・
Ｂ
を
同
乗
さ
せ
た
ま
ま
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
了
解
を
与
え
た
。
こ
の
時
、
Ａ
・
Ｂ
は
、
Ｃ
が
既

に
高
度
に
酩
酊
し
て
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
Ａ
・
Ｂ
は
、
同
日
午
後
七
時
二
五
分
頃
ま
で
の
間
、
Ｃ
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状

態
で
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
を
黙
認
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｃ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
日
午
後
七
時

二
五
分
頃
、
本
件
車
両
を
時
速
一
〇
〇
か
ら
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
走
行
さ
せ
て
対
向
車
線
に
進
出
さ
せ
、
折
か
ら
対
向
し
て
進

行
し
て
き
た
Ｌ
（
当
時
四
八
歳
）
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車
お
よ
び
Ｍ
（
当
時
二
一
歳
）
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車
と
順
次
衝
突
し
、
よ
っ

て
二
名
を
死
亡
さ
せ
、
四
名
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
。
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ア
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運
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で
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三
三

三
三
七
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Ａ
・
Ｂ
は
、
Ｃ
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
容
易
に
さ
せ
た
と
し
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
幇
助
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た）

1
（

。

【
裁
判
所
の
判
断
】

一
　
第
一
審
（
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
三
年
二
月
一
四
日
刑
集
六
七
巻
四
号
五
〇
五
頁
）

　

第
一
審
は
、
被
告
人
両
名
が
了
解
を
与
え
た
事
実
と
、
そ
の
後
の
黙
認
の
事
実
と
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷

罪
の
幇
助
の
成
否
を
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
弁
護
人
は
Ａ
・
Ｂ
が
了
解
・
黙
認
と
い
っ
た
態
度
を
と
っ
た
と
い
う
事
実
自
体
を
争
っ
た
も

の
の
、
こ
れ
は
排
斥
さ
れ
た
。

１
　
了
解
に
つ
い
て

　

裁
判
所
は
、
Ａ
・
Ｂ
が
了
解
を
与
え
た
こ
と
に
よ
り
Ｃ
の
犯
行
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
え
る
か
否
か
を
、
①
事
態
の
推
移
、
②
Ａ
・
Ｂ
と

Ｃ
と
の
関
係
の
両
面
か
ら
判
断
し
て
い
る
。
①
事
態
の
推
移
と
し
て
裁
判
所
が
認
定
し
た
の
は
、
当
初
、
本
件
車
両
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
が
乗
り

込
ん
だ
目
的
は
、
寒
さ
を
し
の
ぎ
つ
つ
開
店
時
間
を
待
つ
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
Ｃ
は
そ
の
当
初
の
目
的
と
は
異
な
る
本
件
車
両
の
走
行
を
提

案
し
、
Ａ
・
Ｂ
が
了
解
を
与
え
た
、
と
い
う
一
連
の
事
実
関
係
で
あ
る
。
次
に
、
②
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
と
の
関
係
性
を
推
認
さ
せ
る
事
実
と
し
て

は
、
三
人
の
年
齢
（
Ａ
四
五
歳
、
Ｂ
四
三
歳
、
Ｃ
三
二
歳
）
お
よ
び
勤
続
年
数
（
Ａ
二
〇
年
、
Ｂ
一
五
年
、
Ｃ
六
～
七
年
）
に
つ
い
て
Ａ
・

Ｂ
と
Ｃ
と
の
間
に
開
き
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
は
Ｃ
に
仕
事
を
教
え
る
立
場
に
あ
り
、
Ｃ
も
Ａ
に
対
し
て
は
目
上
の
人
と

し
て
礼
儀
正
し
く
接
し
て
い
た
こ
と
、
Ｂ
は
Ｃ
に
ト
ラ
ッ
ク
を
引
き
継
い
だ
際
に
荷
物
の
縛
り
方
等
を
教
え
、
Ｃ
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
、
日
頃
の
関
係
性
か
ら
も
、
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
と
の
間
に
上
下
関
係
が
見
て
取
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
①
②
の
事
情
か
ら
、
裁
判
所
は
、
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六
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巻
八
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二
三
四

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
七
六

被
告
人
両
名
が
了
解
を
与
え
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
は
、
単
に
自
身
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
認
識
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
件
車
両
を

走
行
さ
せ
る
意
思
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た
と
認
め
ら
れ
、
Ｃ
の
犯
行
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
え
る
と
認
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
幇
助
の
故
意
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
Ａ
と
Ｂ
が
Ｃ
の
状
態
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
次
に
、
自
分
た
ち
の

了
解
が
Ｃ
の
危
険
運
転
を
容
易
に
し
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
Ｃ
の
状
態
、
つ
ま
り
、
Ｃ
が
ア
ル
コ
ー

ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
Ａ
と
Ｂ
が
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
①
甲
店
に
お
い

て
、
Ｃ
は
千
鳥
足
で
ろ
れ
つ
の
回
ら
な
い
状
態
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
ま
で
礼
儀
正
し
く
接
し
て
い
た
Ａ
と
金
銭
の
貸
し
借
り
の
問
題
で
喧
嘩

を
し
た
と
い
う
こ
と
、
②
乙
店
到
着
時
、
Ｃ
は
か
な
り
酒
臭
く
、
目
も
真
っ
赤
で
、
酔
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、

Ｃ
が
本
件
当
時
高
度
に
酩
酊
し
て
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
Ａ
・
Ｂ
は
認
識
し

て
い
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、了
解
が
危
険
運
転
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

了
解
が
実
際
に
走
行
を
容
易
に
し
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
用
い
た
、
①
事
態
の
推
移
お
よ
び
②
三
人
の
関
係
と
い
っ
た
事
情
を
挙
げ
、
こ
れ

ら
を
Ａ
と
Ｂ
が
認
識
し
て
い
た
以
上
、
自
分
た
ち
の
了
解
の
影
響
力
も
当
然
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

２
　
黙
認
に
つ
い
て

　

裁
判
所
は
﹁
黙
認
﹂
を
不
作
為
に
よ
る
幇
助
と
し
、
Ａ
・
Ｂ
の
作
為
義
務
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

裁
判
所
は
、
①
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
と
の
関
係
、
②
Ａ
・
Ｂ
が
了
解
を
与
え
た
こ
と
、
③
Ａ
・
Ｂ
の
了
解
に
よ
り
Ｃ
が
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
る

意
思
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た
こ
と
、
④
Ａ
・
Ｂ
は
、
Ｃ
が
本
件
当
時
高
度
に
酩
酊
し
て
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運

転
が
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
の
四
点
を
指
摘
し
、
Ｃ
の
走
行
を
制
止
す
る
作
為
義
務
を
認
定
し
て
い
る
。

　

次
に
裁
判
所
は
、
乙
店
の
駐
車
場
を
出
て
か
ら
事
故
が
起
こ
る
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
走
行
を
や
め
る
よ
う
指
示
・
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ル
コ
ー
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影
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に
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り
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が
困
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な
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進
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せ
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し
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同
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続
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す
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例
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八
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二
三
五

三
三
七
七

説
得
す
る
時
間
は
十
分
に
あ
り
（
作
為
可
能
性
）、
ま
た
そ
れ
は
容
易
で
あ
っ
た
（
作
為
容
易
性
）
こ
と
を
指
摘
し
、
加
え
て
、
Ａ
・
Ｂ
と

Ｃ
と
の
上
下
関
係
に
鑑
み
れ
ば
、
指
示
・
説
得
が
あ
れ
ば
Ｃ
に
は
走
行
の
継
続
に
つ
い
て
の
心
理
的
な
障
害
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
（
実
行
困

難
化
可
能
性
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
裁
判
所
は
こ
れ
ら
了
解
・
黙
認
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
幇
助
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
Ａ
・
Ｂ
に
は
、
危
険
運
転
致

死
傷
幇
助
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
。

二
　
控
訴
審
（
東
京
高
判
平
成
二
三
年
一
一
月
一
七
日
刑
集
六
七
巻
四
号
五
三
二
頁
）

⑴
　
弁
護
人
の
主
張

　

第
一
審
判
決
に
対
し
、
弁
護
人
ら
は
証
拠
調
べ
手
続
の
違
法
、
事
実
誤
認
、
法
令
の
適
用
の
誤
り
を
主
張
し
て
控
訴
し
た
。
法
令
適
用
の

誤
り
に
つ
い
て
弁
護
人
は
、﹁
幇
助
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
、
当
該
行
為
が
一
般
人
の
目
か
ら
見
て
正
犯
の
犯
行
を
容
易
に
す
る

積
極
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
客
観
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
﹂、
本
件
の
了
解
・
黙
認
の
よ
う
に
、﹁
正
犯
に
対

し
て
何
ら
か
の
態
度
を
表
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
こ
れ
を
幇
助
行
為
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
﹂
な
い
と
主
張
し
て
い

る
。２

　
控
訴
審
の
判
示

　

弁
護
人
の
主
張
に
対
し
控
訴
審
は
、﹁
単
に
危
険
運
転
行
為
に
了
解
・
黙
認
を
し
た
と
の
一
事
に
よ
る
の
で
は
な
く
﹂、﹁
Ｃ
と
の
関
係
、

犯
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
等
の
状
況
に
照
ら
し
て
そ
の
了
解
・
黙
認
が
処
罰
に
値
す
る
実
質
が
備
わ
っ
た
幇
助
行
為
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
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三
三
七
八

あ
﹂
る
と
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。

三
　
最
高
裁
（
最
決
平
成
二
五
年
四
月
一
五
日
刑
集
六
七
巻
四
号
四
三
七
頁
）

　

控
訴
審
判
決
に
対
し
て
弁
護
人
ら
は
、
了
解
や
黙
認
に
よ
っ
て
Ｃ
の
犯
行
が
容
易
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
、
上
告
し
た
。
最
高
裁

は
、
弁
護
人
ら
の
上
告
趣
意
は
い
ず
れ
も
上
告
理
由
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
つ
つ
、
職
権
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
﹁
所
論
は
、
被
告
人
両
名
が
Ｃ
に
よ
る
本
件
車
両
の
運
転
を
了
解
し
、
そ
の
走
行
を
黙
認
し
た
だ
け
で
は
被
告
人
両
名
に
危
険
運
転
致
死

傷
幇
助
罪
は
成
立
し
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
刑
法
六
二
条
一
項
の
従
犯
と
は
、
他
人
の
犯
罪
に
加
功
す
る
意
思
を
も
っ
て
、

有
形
、
無
形
の
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
幇
助
し
、
他
人
の
犯
罪
を
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
二
四
年
（
れ
）
第
一
五
〇
六

号
同
年
一
〇
月
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
刑
集
三
巻
一
〇
号
一
六
二
九
頁
参
照
）
と
こ
ろ
、
前
記
一
の
と
お
り
の
Ｃ
と
被
告
人
両
名
と
の
関

係
、
Ｃ
が
被
告
人
両
名
に
本
件
車
両
発
進
に
つ
き
了
解
を
求
め
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
状
況
、
こ
れ
に
対
す
る
被
告
人
両
名
の
応
答
態
度
等

に
照
ら
せ
ば
、
Ｃ
が
本
件
車
両
を
運
転
す
る
に
つ
い
て
は
、
先
輩
で
あ
り
、
同
乗
し
て
い
る
被
告
人
両
名
の
意
向
を
確
認
し
、
了
解
を
得
ら

れ
た
こ
と
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
被
告
人
両
名
は
、
Ｃ
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
本
件
車
両
発
進
に
了
解
を
与
え
、
そ
の
Ｃ
の
運
転
を
制
止
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
本
件
車
両
に
同
乗
し
て
こ
れ

を
黙
認
し
続
け
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
被
告
人
両
名
の
了
解
と
こ
れ
に
続
く
黙
認
と
い
う
行
為
が
、
Ｃ
の
運
転
の
意
思

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
容
易
に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
被
告
人
両
名
に
危
険
運

転
致
死
傷
幇
助
罪
が
成
立
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
﹂。
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【
研
　
究
】

一
　
問
題
の
所
在

　

本
決
定
は
、
最
高
裁
と
し
て
初
め
て
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
の
成
立
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に

従
犯
を
認
め
る
こ
と
の
是
非
が
前
提
と
し
て
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
、
酒
酔
い
運
転
の
車
に
同
乗
す
る
こ
と
を
独
立
の
犯
罪
と

し
て
処
罰
す
る
同
乗
罪
の
規
定
が
道
路
交
通
法
（
以
下
、
道
交
法
）
に
新
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
乗
罪
と
危
険
運
転
致
死
傷
罪
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
件
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
本
件
で
は
、
第
一
審
が
﹁
了
解
﹂
と
﹁
黙
認
﹂
を
明
瞭
に
区
別
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は

不
真
正
不
作
為
犯
と
し
て
作
為
義
務
の
認
定
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
上
告
審
で
は
両
者
を
区
別
せ
ず
、
従
っ
て
作
為
義
務
を
認
定
す
る

こ
と
な
く
、﹁
了
解
と
こ
れ
に
続
く
黙
認
と
い
う
行
為
﹂
が
Ｃ
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
容
易
に
し
た
と
判
示
し
て
い
る
た
め
、﹁
了
解
﹂
と

﹁
黙
認
﹂
が
別
個
の
行
為
と
し
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、﹁
了
解
﹂
が
作
為
で
﹁
黙
認
﹂
が
不
作
為
で
あ
る
と
い
う
評
価
は
妥
当

か
否
か
が
問
題
と
な
り
得
る
。
次
に
、
本
件
の
よ
う
な
態
様
に
幇
助
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
本

件
に
お
い
て
Ａ
お
よ
び
Ｂ
は
正
犯
に
対
し
物
理
的
な
加
功
を
し
て
お
ら
ず
、﹁
了
解
﹂﹁
黙
認
﹂
に
よ
る
幇
助
は
い
わ
ゆ
る
精
神
的
幇
助
に
該

当
す
る
。
そ
こ
で
、﹁
了
解
・
黙
認
﹂
の
よ
う
な
比
較
的
働
き
か
け
の
弱
い
態
様
を
、
精
神
的
幇
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
最
後
に
、
被
告
人
Ａ
・
Ｂ
の
﹁
了
解
﹂﹁
黙
認
﹂
が
、
幇
助
を
超
え
て
共
謀
共
同
正
犯
と
し
て
評
価
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
か
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。
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ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
八
〇

二
　
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
「
幇
助
」

　

危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
、﹁
危
険
運
転
﹂
を
基
本
行
為
と
す
る
結
果
的
加
重
犯
と
理
解
さ
れ
て
い
る）

2
（

。
し
か
し
、
そ
の
基
本
行
為
で
あ
る

危
険
運
転
自
体
は
、
刑
法
典
上
、
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
判
例
は
結
果
的
加
重
犯
に
つ
い
て
、
基
本
犯
と
加
重
結
果

と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
な
ら
ば
、
加
重
結
果
の
招
来
に
別
途
過
失
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る）

3
（

も
の
の
、
学
説
の
多
く
は
、

こ
れ
を
責
任
主
義
違
反
と
し
て
批
判
し
、
加
重
結
果
に
つ
い
て
も
過
失
を
要
求
す
る
立
場
を
採
る）

4
（

。
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
基
本
行
為
そ
れ

自
体
は
刑
法
典
上
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
む
し
ろ
過
失
に
よ
っ
て
致
死
傷
結
果
を

生
じ
さ
せ
る
罪
で
あ
り
、﹁
危
険
運
転
﹂
は
単
に
過
失
の
態
様
を
限
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
結
果
的
加
重
犯
の
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
過
失
犯
の
よ
う
で
も
あ
る
犯
罪
と
い
え
る
が
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
結

果
的
加
重
犯
と
同
視
す
る
か
純
粋
な
過
失
犯
と
同
視
す
る
か
は
、
幇
助
犯
の
成
立
に
当
た
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

幇
助
犯
に
は
、
幇
助
の
故
意
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
過
失
に
よ
る
幇
助
は
認
め
ら
れ
な
い）

5
（

。
正
犯
が
過
失
犯
の
場
合
、
加
功
者
が
正
犯

者
の
実
行
行
為
に
つ
き
故
意
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
幇
助
犯
は
成
立
し
な
い）

6
（

。
一
方
で
結
果
的
加
重
犯
に
は
、
加
重
結
果
の
発
生

に
先
立
ち
、
加
重
結
果
を
引
き
起
こ
す
危
険
の
あ
る
違
法
な
基
本
犯
が
存
在
す
る
。
こ
の
基
本
犯
に
対
し
て
幇
助
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
単
な
る
過
失
犯
の
場
合
と
異
な
り
、
結
果
の
招
来
に
つ
き
故
意
が
な
く
て
も
、
過
失
さ
え
あ
れ
ば
幇
助
犯
は
認
め
ら
れ
る
と
解
し
て

よ
い
だ
ろ
う）

7
（

。
し
た
が
っ
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
を
認
め
て
も
よ
い
か
と
い
う
問
題
は
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
結
果
的
加
重
犯

と
理
解
す
べ
き
か
、
過
失
犯
と
理
解
す
べ
き
か
の
問
題
と
連
動
す
る
の
で
あ
る
。

　

危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
基
本
行
為
で
あ
る
﹁
危
険
運
転
﹂
は
、
確
か
に
刑
法
典
上
処
罰
の
対
象
で
は
な
い
が
、
こ
の
﹁
危
険
運
転
﹂
に
当

た
る
行
為
の
う
ち
、
酒
気
帯
び
運
転
や
酒
酔
い
運
転
は
道
交
法
上
処
罰
対
象
に
な
っ
て
い
る
。﹁
危
険
運
転
﹂
と
、
道
交
法
上
の
﹁
酒
気
帯
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び
運
転
﹂
や
﹁
酒
酔
い
運
転
﹂
は
範
囲
・
定
義
が
異
な
る
も
の
の
、
飲
酒
を
原
因
と
す
る
﹁
危
険
運
転
﹂
の
範
囲
よ
り
も
道
交
法
上
の
﹁
酒

気
帯
び
運
転
﹂
や
﹁
酒
酔
い
運
転
﹂
の
範
囲
の
方
が
広
い
た
め
、
結
果
的
に
、
飲
酒
を
原
因
と
す
る
﹁
危
険
運
転
﹂
は
全
て
道
交
法
上
の
犯

罪
に
包
摂
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
制
御
困
難
な
高
速
度
で
の
運
転
や
信
号
の
殊
更
な
無
視
な
ど
、﹁
危
険
運
転
﹂
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
行
為

は
ほ
ぼ
全
て
、
道
交
法
の
処
罰
範
囲
に
事
実
上
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
全
く
の
適
法
行
為
を
行
っ
て
い
る
中
で
過
失
に
よ
り
法
益
侵
害
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
過
失
犯
と
、
危
険
運
転

致
死
傷
罪
と
は
、
そ
の
構
造
を
大
き
く
異
に
す
る
。
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
基
本
行
為
で
あ
る
﹁
危
険
運
転
﹂
が
刑
法
典
上
直
接
処
罰
対
象

と
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
こ
の
内
容
と
な
る
行
為
が
実
質
的
に
全
て
他
の
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
な
ら
ば
、
基
本
行
為
が
処

罰
対
象
と
な
る
結
果
的
加
重
犯
と
同
視
し
て
も
、
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
純
粋
な
結
果
的
加
重
犯
と
異
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
し
て
、
危
険
運
転
致
死

傷
罪
の
幇
助
に
つ
い
て
は
結
果
的
加
重
犯
の
幇
助
の
議
論
を
妥
当
さ
せ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
結
果
的
加
重
犯
の
幇
助
の
議
論

に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
は
こ
こ
で
は
差
し
控
え
る
が
、
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
危
険
運
転
へ
の
加
功
を
根
拠
に
危
険
運
転
致
死

傷
罪
の
幇
助
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う）

8
（

。

三
　
同
乗
罪
と
の
関
係

　

二
〇
〇
七
年
に
新
設
さ
れ
た
道
交
法
六
五
条
四
項
は
、﹁
何
人
も
、
車
両
の
運
転
者
が
酒
気
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
当
該

運
転
者
に
対
し
、
当
該
車
両
を
運
転
し
て
自
己
を
運
送
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
又
は
依
頼
し
て
、
当
該
運
転
者
が
第
一
項
の
規
定
（
酒
気
帯

び
運
転
禁
止
）
に
違
反
し
て
運
転
す
る
車
両
に
同
乗
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
て
い
る
（
以
下
、
同
乗
罪
）。
こ
の
新
設
に
よ
り
、﹁
同
乗
﹂
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黙
認
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す
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と
い
う
行
為
態
様
に
つ
い
て
﹁
要
求
﹂﹁
依
頼
﹂
と
い
う
構
成
要
件
が
定
め
ら
れ
、﹁
正
犯
﹂
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
る
と
、﹁
同
乗
﹂
を
﹁
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
﹂
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
も
は
や
意
義
を
失
い
、
要
件
論
が
緩
や
か
な
従
犯

と
い
う
態
様
で
こ
れ
を
処
罰
し
よ
う
と
す
る
の
は
む
し
ろ
不
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
た
め
、
検
討
す
る
。

　

同
乗
罪
は
、同
乗
と
い
う
行
為
自
体
を
、酒
気
帯
び
運
転
と
は
独
立
し
た
別
個
の
犯
罪
の
正
犯
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。﹁
要
求
﹂
や
﹁
依

頼
﹂
と
い
う
要
件
は
酒
気
帯
び
運
転
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
担
保
す
る
要
件
で
あ
り
、
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
同
乗
に
、

独
立
し
て
犯
罪
と
な
る
だ
け
の
危
険
性
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、﹁
要
求
﹂﹁
依
頼
﹂
が
な
く
、
独
立
し
て
犯
罪
に
な
ら
な
い
場
合
に

は
、
酒
気
帯
び
運
転
と
い
う
他
人
の
犯
罪
に
対
す
る
加
功
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
同
乗
罪
は
、
同

乗
自
体
の
危
険
性
を
問
う
の
に
対
し
て
、
幇
助
は
あ
く
ま
で
、
他
人
の
運
転
の
危
険
性
を
高
め
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
、
同
乗
罪
と
幇

助
犯
は
発
想
が
大
い
に
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
乗
罪
と
い
う
犯
罪
が
新
設
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
幇
助
犯
を
排
斥
す
る
必
然
性
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
一
連
の
法
改
正
は
、
処
罰
範
囲
の
限
定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
厳
罰
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
飲
酒
運
転
等
に
対
す
る
厳

罰
化
の
流
れ
の
中
で
、
二
〇
〇
一
年
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
新
設
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
自
動
車
運
転
致
死
傷
罪
、
道
交
法
が
改
正
さ
れ
た）

9
（

。

従
来
は
道
交
法
違
反
の
幇
助
で
ま
か
な
っ
て
い
た
も
の
の
う
ち
特
に
危
険
性
・
違
法
性
の
高
い
一
部
の
類
型
を
、
独
立
し
た
犯
罪
と
し
て
法

律
上
明
記
し
、
正
犯
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
乗
に
対
す
る
規
範
意
識
を
引
き
上
げ
る
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
法
定
刑
を
見
る
と
、
道
交
法
上
の
酒
酔
い
運
転
は
長
期
五
年
、
酒
気
帯
び
運
転
は
長
期
三
年
で
あ
る
。
同
乗
行
為
を
こ
れ
ら
の
﹁
幇

助
﹂
と
し
て
処
罰
す
る
場
合
、
酒
酔
い
運
転
の
幇
助
は
二
年
六
月
、
酒
気
帯
び
運
転
の
幇
助
は
一
年
六
月
と
な
る
。
一
方
、
同
乗
罪
と
し
て

処
罰
す
る
場
合
、
運
転
者
が
酒
酔
い
の
場
合
長
期
三
年
、
酒
気
帯
び
の
場
合
長
期
二
年
で
あ
り
、
同
じ
同
乗
と
い
う
態
様
で
も
、
幇
助
と
す

る
よ
り
も
同
乗
罪
と
す
る
方
が
法
定
刑
は
重
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
乗
罪
の
導
入
の
狙
い
は
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
と
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な
る
行
為
の
処
罰
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
道
交
法
上
の
酒
酔
い
・
酒
気
帯
び
運
転
の
幇
助
と
さ
れ
て
き
た
行
為
の
厳
罰
化
を
図

る
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
の
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、同
乗
罪
導
入
を
理
由
に
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
行
為
を
限
定
す
る
こ
と
は
、

却
っ
て
法
改
正
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
考
え
る
。

四
　「
了
解
・
黙
認
」
の
幇
助
行
為
該
当
性

⑴
　
了
解
と
黙
認
の
関
係

　

事
案
の
中
身
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
了
解
と
黙
認
の
関
係
を
整
理
し
た
い
。

ア
　
第
一
審
の
問
題
性

　

第
一
審
は
、
了
解
と
黙
認
を
明
確
に
区
別
し
、
了
解
を
作
為
犯
、
黙
認
を
不
作
為
犯
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
共
に
危
険
運
転
致
死
傷

罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
後
者
﹁
黙
認
﹂
の
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
①

Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
と
の
関
係
、
②
Ａ
・
Ｂ
が
了
解
を
与
え
た
こ
と
、
③
Ａ
・
Ｂ
の
了
解
に
よ
り
、
Ｃ
が
本
件
車
両
を
走
行
さ
せ
る
意
思
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
し
た
こ
と
、
④
Ａ
・
Ｂ
は
、
Ｃ
が
本
件
当
時
、
高
度
に
酩
酊
し
て
い
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状

態
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
と
い
う
、
四
つ
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
②
と
③
は
、﹁
了
解
﹂
を
先
行
行
為
と
し
て
と
ら
え
、

作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常
﹁
先
行
行
為
﹂
が
作
為
義
務
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
そ
の
﹁
先
行
行
為
﹂
に

よ
っ
て
は
当
該
犯
罪
が
成
立
し
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
例
え
ば
、
し
ば
し
ば
先
行
行
為
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
ひ
き
逃
げ
の
事
案）
₁₀
（

を
考
え

る
。
人
を
轢
い
た
後
、
一
度
は
病
院
に
運
ぼ
う
と
車
に
引
き
入
れ
た
も
の
の
翻
意
し
、
殺
意
を
も
っ
て
置
き
去
り
に
し
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
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ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
最
初
の
事
故
の
時
点
で
は
殺
意
も
死
と
い
う
結
果
発
生
の
具
体
的
危
険
の
発
生
も
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の

後
の
救
護
し
な
い
と
い
う
不
作
為
の
時
点
で
初
め
て
殺
意
と
危
険
の
発
生
が
認
定
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
最
初
の
事
故
の
時
点
、
つ
ま
り

先
行
行
為
の
時
点
で
は
、
殺
人
罪
は
成
立
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
の
不
作
為
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
第
一
審
の
判
断
に
よ
る
と
、
本
件
で
は
﹁
了
解
﹂
と
い
う
先
行
行
為
の
時
点
で
危
険
運
転
致
死
傷
幇
助
罪
が
成
立
し
て
い
る
。
放

火
を
し
た
者
が
点
け
た
火
を
消
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
別
途
、
不
作
為
に
よ
る
放
火
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
通
常
無
い
よ
う
に
、

了
解
し
た
後
に
制
止
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
了
解
と
は
別
に
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
る
の
は
、
適
当
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
で
は
、
実
行
に
着

手
し
て
か
ら
結
果
が
発
生
す
る
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
場
合
、
常
に
そ
の
実
行
行
為
を
先
行
行
為
と
し
て
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い）
₁₁
（

。
通
常
は
む
し
ろ
、
結
果
発
生
を
阻
止
す
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
場
合
に
中
止
犯
や
共
犯
か
ら
の
離
脱
と
い

っ
た
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
実
行
行
為
の
後
に
結
果
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
な
ん
ら
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
多
く
の
犯

罪
に
お
い
て
当
然
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
に
固
有
の
価
値
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

イ
　
最
高
裁
の
判
断
と
そ
の
解
釈

　

一
方
最
高
裁
は
、﹁
黙
認
﹂
に
つ
い
て
作
為
義
務
の
認
定
を
し
て
お
ら
ず
、
第
一
審
の
よ
う
な
不
真
正
不
作
為
犯
構
成
を
と
っ
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で
は
最
高
裁
は
、
こ
の
﹁
黙
認
﹂
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

可
能
性
と
し
て
は
、
二
つ
の
整
理
の
仕
方
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、﹁
黙
認
﹂
は
幇
助
行
為
で
は
な
く
、
幇
助
行
為
は
あ
く
ま
で
﹁
了
解
﹂

の
み
で
あ
る
と
捉
え
て
、﹁
黙
認
﹂
の
事
情
は
﹁
了
解
﹂
の
評
価
に
役
立
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
黙
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、﹁
了

解
﹂
の
意
図
、
趣
旨
や
、
幇
助
行
為
と
し
て
の
影
響
力
な
ど
を
推
認
し
た
り
、
当
罰
性
を
補
強
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、﹁
黙
認
﹂

の
事
情
を
、
幇
助
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
間
接
事
実
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
、﹁
了
解
・
黙
認
﹂
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を
一
連
一
体
の
、
一
つ
の
行
為
と
し
て
と
ら
え
る
方
法）
₁（
（

で
あ
る
。
了
解
・
黙
認
は
、
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
﹁
先
輩
で
あ
る
Ａ
・
Ｂ
に
よ
る
、

Ｃ
の
行
為
を
容
認
す
る
態
度
﹂
で
あ
っ
て
、
分
け
る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
。﹁
上
記
の
被
告
人
両
名
の
了
解
と
こ
れ
に
続
く
黙
認
と
い
う

行
為
﹂
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

了
解
と
黙
認
を
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
幇
助
行
為
該
当
性
を
判
断
す
る
場
合
に
せ
よ
、
了
解
の
み
を
幇
助
行
為
と
し
て
黙
認
は
そ

の
間
接
事
実
と
し
て
扱
う
と
い
う
場
合
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
よ
る
と
、﹁
了
解
﹂
の
み
で
十
分
に
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
が

成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
・
Ｂ
が
本
件
車
両
に
同
乗
せ
ず
、﹁
一
回
り
し
て
き
て

い
い
か
﹂
と
Ｃ
に
尋
ね
ら
れ
、
車
の
外
か
ら
了
解
を
与
え
Ｃ
を
見
送
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
、
後
に
続
く
﹁
黙
認
﹂
は
な
く
、

﹁
了
解
﹂
単
独
で
あ
っ
た
場
合
に
も
、
同
じ
よ
う
に
幇
助
を
認
め
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
Ｃ
に
と
っ
て
は
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ
が
同
乗
し
、
黙

認
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
犯
行
が
容
易
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
Ｃ
へ
の
加
功
の
程
度
、
影
響
力
の
大
き
さ
と
し
て
、
了
解
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
事
案
で
は
、﹁
了
解
﹂
と
﹁
黙
認
﹂
が
そ
ろ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
補
完
し
合
っ
て
正

犯
行
為
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
了
解
単
独
で
も
幇
助
犯
が
成
立
し
て
し
ま
う
構
成
で
は
な
く
、
了
解
と
黙
認

は
不
可
分
の
、
一
つ
の
幇
助
行
為
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
、
両
者
合
わ
せ
て
初
め
て
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
い
う
構
成
が
妥
当
で
あ
る
。

ウ
　「
黙
認
」
行
為
は
作
為
か
不
作
為
か

　

と
こ
ろ
で
、﹁
黙
認
﹂
は
本
当
に
不
作
為
な
の
だ
ろ
う
か）
₁₃
（

。
両
者
を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
う
以
上
こ
の
検
討
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な

い
が
、
第
一
審
が
黙
認
を
不
作
為
と
構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
黙
認
単
体
の
評
価
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

黙
認
と
い
う
の
は
、
確
か
に
﹁
制
止
し
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
不
作
為
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
何
も
言
わ
ず
に
助
手
席
や
後
部
座

席
に
﹁
乗
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
積
極
的
な
態
度
に
よ
っ
て
、
Ｃ
の
行
為
を
承
認
、
支
持
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。﹁
制
止
せ
ず
﹂
に
同
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乗
﹁
し
て
い
る
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
一
つ
の
行
為
に
作
為
的
側
面
と
不
作
為
的
側
面
が
あ
る
場
合
に
は
、
結
果
が
当
該
行
為
の
作
為
の
点
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
、
不
作
為
の
点
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
件
の
場
合
、﹁
制
止
さ
れ
な
か
っ
た
﹂
か
ら
、
Ｃ
が
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
頼
る
べ
き
先
輩
で
あ

る
二
人
が
肯
定
的
態
度
で
も
っ
て
﹁
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
﹂
こ
と
こ
そ
が
、
Ｃ
に
と
っ
て
は
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。﹁
制
止
さ
れ

な
か
っ
た
﹂
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
仮
に
Ａ
・
Ｂ
が
同
乗
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
Ａ
・
Ｂ
が
眠
り
込
ん
で
い
た
り
し
て
も
、﹁
制

止
さ
れ
な
い
﹂
と
い
う
点
で
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、
Ａ
・
Ｂ
が
肯
定
的
な
態
度
で
乗
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

Ｃ
は
気
が
大
き
く
な
っ
て
、
運
転
の
継
続
が
容
易
に
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
件
﹁
黙
認
﹂
行
為
が
主
と
し
て
正
犯
に
加
功
し

た
の
は
、﹁
制
止
し
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
不
作
為
の
側
面
で
は
な
く
、﹁
肯
定
的
な
態
度
で
同
乗
し
続
け
た
﹂
と
い
う
作
為
の
側
面
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、﹁
黙
認
﹂
を
不
作
為
で
な
く
、
積
極
的
な
作
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い）
₁₄
（

。
最
高
裁
は
両
者
を
一
体
の
作
為
犯

と
構
成
し
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
両
者
を
区
別
し
て
も
な
お
黙
認
を
作
為
犯
と
評
価
す
る
か
は
分
か
ら
な
い）
₁₅
（

が
、
本
件
事
情
の
下
で
の
黙
認

は
、
作
為
と
評
価
す
る
余
地
が
十
分
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

⑵
　「
了
解
・
黙
認
」
の
幇
助
行
為
該
当
性

ア
　「
精
神
的
幇
助
」
の
要
件

　
﹁
了
解
・
黙
認
﹂
を
一
体
の
行
為
と
し
て
扱
う
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
関
与
形
態
を
幇
助
行
為
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

従
犯
は
﹁
他
人
の
犯
罪
に
加
功
す
る
意
思
を
も
っ
て
、
有
形
、
無
形
の
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
幇
助
し
、
他
人
の
犯
罪
を
容
易
な
ら
し
む
る

も
の
﹂）
₁₆
（
　

で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
大
き
く
﹁
物
理
的
幇
助
（
有
形
的
幇
助
）﹂
と
﹁
精
神
的
幇
助
（
無
形
的
幇
助
）﹂
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。

本
件
に
お
い
て
、
Ａ
・Ｂ
は
Ｃ
の
危
険
運
転
に
関
し
物
理
的
な
加
功
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
専
ら
精
神
的
幇
助
が
問
題
と
な
る
。
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後
者
に
つ
い
て
の
従
来
の
判
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
の
手
段
を
教
え
た
と
い
う
も
の）
₁（
（

、
犯
罪
の
実
行
を
奨
励
す
る
も
の）
₁₈
（

、
殺

人
の
謀
議
の
た
め
に
礼
金
を
提
供
し
た
も
の）
₁₉
（

な
ど
で
あ
る
。
裁
判
所
が
本
件
の
よ
う
な
消
極
的
関
与
形
態
を
幇
助
行
為
と
し
て
認
め
た
こ
と

に
つ
き
疑
問
を
呈
す
る
見
解
は
、
こ
れ
ら
従
来
の
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
、﹁
い
ず
れ
も
犯
罪
の
実
行
を
決
意
し
て
い
る
正
犯
に
対
し
て

積
極
的
に
働
き
か
け
、
そ
の
意
思
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
心
理
的
幇
助
を
認
定
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
﹂）
（₀
（

と
し
、
本
件
﹁
了

解
・
黙
認
﹂
は
、﹁
正
犯
の
意
思
に
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
そ
れ
を
強
化
す
る
よ
う
な
危
険
な
行
為
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
が
本
件

車
両
の
運
転
の
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
﹂）
（₁
（

と
す
る
。

　

確
か
に
、
精
神
的
幇
助
は
物
理
的
幇
助
の
よ
う
に
客
観
的
・
具
体
的
な
加
功
の
事
実
が
見
え
に
く
い
た
め
、
処
罰
範
囲
が
不
当
に
広
が
る

危
険
が
あ
る
。
本
件
の
よ
う
な
飲
酒
に
よ
る
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
つ
い
て
い
う
と
、
精
神
的
幇
助
を
安
易
に
認
め
す
ぎ
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
の

よ
う
な
同
乗
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
緒
に
飲
酒
し
た
者
、
酒
を
提
供
し
た
者
、
見
送
っ
た
者
な
ど
、
広
く
周
辺
者
が
危
険
運
転
致
死
傷
幇
助

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い）
（（
（

。
し
か
し
、
裁
判
所
は
従
犯
に
つ
い
て
﹁
有
形
、
無
形
の
方
法
に
よ
﹂
る
幇
助
と
い
う
形
で
、
手
段

や
態
様
を
特
段
制
限
し
な
い
態
度
を
と
っ
て
い
る）
（₃
（

の
で
あ
り
、
こ
の
判
例
が
現
在
ま
で
維
持
さ
れ
、
引
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
裁
判
所
が
精
神
的
幇
助
に
つ
い
て
の
み
特
別
に
行
為
態
様
を
積
極
的
な
も
の
に
限
定
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
処
罰

範
囲
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
着
目
す
べ
き
は
表
面
的
な
態
様
で
は
な
く
、
他
人
の
犯
罪
を
精
神
的
・
心
理
的
に
﹁
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
﹂

で
あ
っ
た
か
否
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）
（₄
（

。

　

無
論
、
行
為
態
様
が
全
く
結
論
に
影
響
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
精
神
的
幇
助
が
認
め
ら
れ
て
き
た
裁
判
例
の
事
案

は
基
本
的
に
、
何
ら
か
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
積
極
的
態
様
で
あ
る
か
ら
精

神
的
幇
助
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
態
様
の
方
が
正
犯
者
の
犯
罪
を
容
易
に
し
や
す
い
た
め
、
精
神
的
幇
助
が
認
め
ら
れ

や
す
い
と
い
う
、
傾
向
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
積
極
的
な
行
為
で
あ
る
ほ
ど
影
響
力
も
大
き
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
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こ
の
点
に
つ
き
、
次
に
あ
る
裁
判
例
を
取
り
上
げ
裁
判
所
の
立
場
を
分
析
し
、
そ
れ
と
の
比
較
か
ら
、
本
件
に
お
け
る
﹁
了
解
・
黙
認
﹂

の
幇
助
行
為
該
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
裁
判
例
の
中
に
は
、
助
手
席
に
同
席
し
、
右
折
、
左
折
の
指
示
を
出
す
な
ど
の
道
案
内
を
務
め

た
同
乗
者
に
つ
い
て
酒
酔
い
運
転
の
幇
助
を
認
め
た
も
の）
（₅
（

や
、
本
来
の
運
転
者
が
酒
気
帯
び
の
者
に
運
転
を
代
わ
っ
て
や
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
酒
気
帯
び
運
転
の
幇
助
を
認
め
た
も
の）
（₆
（

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
決
定
に
先
立
ち
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
に
つ
い
て

判
断
が
な
さ
れ
た
下
級
審
判
例
を
み
て
み
よ
う
。

イ
　
仙
台
地
判
平
成
二
〇
年
九
月
一
九
日（
（（
（

と
の
比
較

　

仙
台
地
判
平
成
二
〇
年
九
月
一
九
日
の
事
案
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
Ａ
が
酒
気
を
帯
び
て
自
動
車
を
運
転
す
る
こ

と
に
な
る
と
知
り
な
が
ら
、
駐
車
場
に
お
い
て
Ａ
の
車
両
の
助
手
席
に
乗
り
込
み
、
自
己
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
よ
う
依
頼
し
、
駐
車
料

金
の
一
部
を
支
払
っ
た
。
Ａ
が
車
両
を
発
進
さ
せ
て
す
ぐ
に
被
告
人
は
眠
り
込
ん
だ
。
被
告
人
が
寝
て
い
る
間
に
、
Ａ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
、
信
号
無
視
を
し
て
横
断
歩
行
中
ま
た
は
横
断
歩
道
付
近
に
い
た
被
害
者
ら
を
轢
く
と
い
う
危

険
運
転
致
死
罪
を
犯
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
①
危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
酒
酔
い
運
転
の
罪
の
範
囲
内
で
構
成
要
件
に
重
な
り
合
い
が
あ
る
こ

と
、
②
Ａ
の
運
転
行
為
は
一
連
の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
客
観
的
に
は
Ａ
の
危
険
運
転
行
為
の
幇
助
と
な
る
こ
と
、
③
被
告
人
は
Ａ
の
酒
気
帯

び
運
転
は
認
識
し
て
い
る
が
、
危
険
運
転
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
故
意
は
酒
酔
い
運
転
の
幇
助
に
留
ま
る
と
し
、
危
険
運

転
致
死
傷
罪
の
幇
助
で
は
な
く
、
酒
気
帯
び
運
転
の
幇
助
の
成
立
を
認
め
た
。
結
論
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
裁
判
所
が

②
に
お
い
て
客
観
的
に
は
被
告
人
の
行
為
を
Ａ
の
危
険
運
転
行
為
の
幇
助
行
為
に
あ
た
る
と
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

確
か
に
被
告
人
は
送
迎
の
依
頼
を
し
、
駐
車
料
金
の
一
部
を
支
払
っ
て
車
両
の
発
進
を
促
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
本
決
定
に
お
け
る
運
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転
行
為
の
了
解
と
は
異
な
り
、
極
め
て
積
極
的
な
働
き
か
け
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
判
示
を
見
る
と
、
裁
判
所
は
単
に
﹁
依
頼
﹂
と

い
う
積
極
的
働
き
か
け
を
根
拠
に
危
険
運
転
致
死
傷
の
幇
助
行
為
性
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
裁
判
所
は
こ
の
﹁
依

頼
﹂
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
認
定
し
て
い
る
。
被
告
人
は
、
本
当
は
少

し
寝
て
か
ら
帰
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
Ａ
に
対
し
送
迎
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
Ａ
は
運
転
の
意
思
を
強
固
に
し
た
。
ま
た
、

事
故
現
場
は
被
告
人
の
自
宅
に
向
か
う
途
中
の
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
送
迎
を
依
頼
し
た
か
ら
こ
そ
当
該
事
故
を
引
き
起
こ

す
運
転
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
事
情
を
事
細
か
に
拾
っ
て
、
こ
の
﹁
依
頼
﹂
が
、﹁
Ａ

の
運
転
を
助
け
た
﹂
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、﹁
依
頼
﹂
と
い
っ
た
関
与
態
様
の
外
形
的
な
積
極
性
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
関
与
が
﹁
Ａ
の
運
転
を
助
け
た
﹂
と
い
え
る
か
に
こ
そ
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

加
え
て
、
関
与
の
積
極
性
の
面
で
﹁
了
解
﹂
は
送
迎
の
﹁
依
頼
﹂
に
劣
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
事
情
に
つ
い
て
見
る
と
、
仙
台
地
判
の
事

案
に
お
け
る
被
告
人
は
、
発
進
後
は
寝
て
お
り
何
も
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
本
決
定
に
お
け
る
被
告
人
ら
は
肯
定
的
な
態
度
で
同
乗
を
続

け
、
危
険
運
転
を
黙
認
し
続
け
て
い
る
。﹁
制
止
が
無
い
﹂
こ
と
だ
け
を
捉
え
る
と
寝
て
い
る
か
起
き
て
い
る
か
に
な
ん
ら
違
い
は
な
い
が
、

先
述
の
よ
う
に
﹁
先
輩
が
黙
認
し
て
同
乗
し
て
く
れ
て
い
た
﹂
こ
と
に
こ
そ
走
行
の
継
続
の
動
機
づ
け
や
精
神
的
支
え
が
あ
っ
た
の
だ
と
考

え
る
な
ら
ば
、
車
両
発
進
後
の
事
情
に
限
っ
て
は
本
決
定
の
被
告
人
ら
の
方
が
正
犯
者
の
犯
行
を
容
易
に
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
発
進

前
の
事
情
と
発
進
後
の
事
情
を
差
し
引
き
す
る
と
、
こ
の
仙
台
地
判
の
ケ
ー
ス
と
本
決
定
の
ケ
ー
ス
と
で
は
、
正
犯
に
対
す
る
加
功
の
程
度

は
結
局
同
等
で
あ
り
、
了
解
と
黙
認
が
一
体
と
な
っ
て
、
仙
台
地
判
の
事
案
と
同
じ
幇
助
行
為
性
が
認
め
ら
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
　
本
決
定
に
お
け
る
「
了
解
・
黙
認
」
の
幇
助
行
為
該
当
性

　

既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
決
定
的
な
の
は
関
与
形
態
で
は
な
く
、﹁
他
人
の
犯
罪
を
容
易
に
し
た
か
否
か
﹂
で
あ
る
。
無
論
、
外
形
的
に
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見
て
消
極
的
な
関
与
形
態
は
、
他
人
の
犯
罪
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
傾
向
に
す
ぎ
な
い
。

た
と
え
一
見
す
る
と
弱
い
働
き
か
け
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
関
与
形
態
以
外
の
事
情
と
相
ま
っ
て
、
他
人
の
犯
罪
を
容
易
に
す
る
こ
と
は
十

分
に
あ
り
得
る
し
、
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

　

現
に
本
決
定
の
第
一
審
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
関
係
を
詳
細
に
認
定
し
、
ま
た
、
事
態
の
推
移
に
も
言
及
し
て
具
体
的
事
情
を
摘
示
し
て
い

る
。
控
訴
審
も
、
幇
助
が
認
定
さ
れ
た
の
は
、﹁
単
に
危
険
運
転
行
為
に
了
解
・
黙
認
し
た
と
の
一
事
に
よ
る
の
で
は
な
く
﹂、﹁
Ｃ
と
の
関
係
、

犯
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
等
の
状
況
に
照
ら
し
て
そ
の
了
解
・
黙
認
が
処
罰
に
値
す
る
実
質
が
備
わ
っ
た
幇
助
行
為
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で

あ
﹂
る
、
と
明
言
し
て
い
る
。
更
に
最
高
裁
も
、﹁
Ｃ
と
被
告
人
両
名
と
の
関
係
、
Ｃ
が
被
告
人
両
名
に
本
件
車
両
発
進
に
つ
き
了
解
を
求

め
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
状
況
、
こ
れ
に
対
す
る
被
告
人
両
名
の
応
答
態
度
等
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
事
情
を
拾
い
上
げ
て
総
合
考
慮

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
事
情
を
慎
重
に
拾
い
上
げ
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
と
し
て
、
正
犯
に
対
す
る
影
響
力
が
一
定
以
上
認
め
ら
れ
る
場
合

に
初
め
て
幇
助
行
為
と
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
決
定
に
お
け
る
了
解
・
黙
認
を
幇
助
行
為
と
し
て
認
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

が
直
ち
に
飲
酒
を
勧
め
た
人
や
見
送
っ
た
人
な
ど
、
広
く
周
辺
者
に
際
限
な
く
波
及
す
る
と
考
え
る
の
は
非
論
理
的
で
あ
る
。
本
決
定
の
判

断
は
、
一
般
的
に
﹁
了
解
・
黙
認
﹂
が
幇
助
行
為
と
な
る
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
具
体
的
事
情
に
お
け
る
事
例
判
断
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
っ
て）
（₈
（

、
具
体
的
事
情
の
違
い
に
よ
っ
て
は
、
幇
助
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
十
分
に
有
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
共
謀
共
同
正
犯
成
立
の
可
能
性

　

最
後
に
、
Ａ
・
Ｂ
の
行
為
を
Ｃ
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
と
す
る
こ
と
を
超
え
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
人
に
、
危
険
運
転
致
死
傷
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罪
の
共
謀
共
同
正
犯
は
成
立
し
な
い
か
、
と
い
う
問
題）
（₉
（

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

共
謀
共
同
正
犯
は
正
犯
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
犯
罪
を
実
行
す
る
意
思
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
実
行
行
為
を
分
担
し
て
い
な
く
て
も
な

お
正
犯
と
評
価
す
る
に
足
り
る
だ
け
の
重
要
な
寄
与
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
共
同
実
行
の
意
思
に
基
づ
く
相
互
利
用
補

充
関
係
が
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
、
具
体
的
事
情
か
ら
検
討
す
る
。

⑴
　
乙
店
駐
車
場
か
ら
事
故
現
場
ま
で
の
走
行
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
本
決
定
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
乙
店
駐
車
場
を
出
て
事
故
現
場
に
至
る
ま
で
の
走
行
に
つ
い
て
、
共
謀
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
か

検
討
す
る
。

　

本
件
車
両
は
Ｃ
所
有
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
タ
イ
プ
の
普
通
乗
用
車
で
あ
る
が
、Ｂ
の
検
面
調
書
に
お
け
る
供
述
の
中
で
、Ｂ
は
、Ｃ
か
ら
﹁
一

回
り
し
ま
し
ょ
う
か
﹂
と
提
案
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
私
は
、
Ｃ
が
、
や
っ
ぱ
り
Ａ
さ
ん
や
私
を
乗
せ
て
本

件
車
両
を
運
転
し
て
み
せ
て
、
見
せ
び
ら
か
そ
う
と
し
始
め
た
と
思
い
、
内
心
、﹃
や
っ
ぱ
り
、
そ
っ
ち
き
た
か
。
そ
れ
し
か
自
慢
が
ね
え

の
か
よ
﹄
と
思
っ
た
﹂。
こ
の
Ｂ
の
口
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
Ｃ
に
と
っ
て
走
行
は
、
時
間
を
潰
す
と
い
う
目
的
と
同
時
に
、
愛
車
を
走
ら
せ

て
見
せ
び
ら
か
し
た
い
と
い
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
、
少
な
く
と
も
Ｂ
は
、
Ｃ
の
提
案
を
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
。
更
に
、
同
じ
く
検
面
調
書
に
よ
る
と
、
こ
の
走
行
に
先
立
つ
甲
店
で
の
飲
酒
の
際
Ｃ
と
Ａ
は
喧
嘩
を
し
て
お
り
、
Ｂ
は
﹁
先
ほ
ど

の
喧
嘩
の
原
因
に
な
っ
た
話
題
を
避
け
て
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｃ
の
誘
い
に
乗

っ
て
、
Ｃ
の
運
転
す
る
本
件
車
両
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
い
と
思
っ
た
﹂
と
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
Ｂ
は
、
Ｃ
の
誘
い
に
乗
っ
て
や
ろ

う
、
付
き
合
っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ａ
の
主
観
に
つ
い
て
は
こ
の
点
に
関
す
る
検
面
調
書
等
の
証
拠
資
料
が
明
ら

か
で
な
い
た
め
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
Ｂ
と
そ
う
異
な
る
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
今
回
の
走
行
は
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
八
号�

二
五
〇

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
九
二

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
共
同
の
時
間
つ
ぶ
し
と
い
う
よ
り
、
Ｃ
の
走
行
に
同
乗
者
二
人
が
付
き
合
っ
た
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
。
少
な
く
と
も
、

Ａ
・
Ｂ
に
と
っ
て
本
件
走
行
が
自
分
の
走
行
で
あ
っ
た
と
認
定
し
、
Ａ
・
Ｂ
に
自
己
の
犯
罪
を
実
行
す
る
意
思
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
一
切
共
謀
共
同
正
犯
が
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
ま
た
妥
当
で
は
な
い）
₃₀
（

。
例
え
ば
、
Ａ
・Ｂ
が
、

Ｃ
に
対
し
て
走
行
を
指
示
し
た
よ
う
な
場
合
、
Ａ
・
Ｂ
と
Ｃ
と
の
上
下
関
係
か
ら
し
て
、
支
配
型
の
共
謀
共
同
正
犯
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は

十
分
あ
る
だ
ろ
う）
₃₁
（

。
ま
た
、
同
乗
者
ら
が
し
き
り
に
交
代
し
な
が
ら
運
転
し
て
お
り
、
そ
の
時
、
そ
の
人
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
た
の
は

偶
然
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
そ
の
他
具
体
的
事
情
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
は
、
同
乗
者
全
員
が
運
転
行
為
の
主
体
で
あ

っ
た
と
評
価
す
る
余
地
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
本
決
定
の
事
案
の
よ
う
に
、
Ｃ
の
発
案
の
下
、
Ｃ
の
車
で
、
Ｃ
の
欲
求
に
同
乗

者
が
付
き
合
っ
た
よ
う
な
形
で
の
走
行
の
場
合
に
、
共
謀
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

⑵
　
甲
店
か
ら
乙
店
へ
の
移
動
行
為
か
ら
含
め
、
全
体
で
ひ
と
つ
の
危
険
運
転
と
と
ら
え
る
可
能
性

　

最
後
に
、
甲
店
か
ら
乙
店
ま
で
の
運
転
行
為
と
、
乙
店
か
ら
当
該
事
故
現
場
ま
で
の
運
転
行
為
の
時
間
的
場
所
的
接
着
性
を
根
拠
に
、
甲

店
か
ら
乙
店
へ
移
動
し
た
行
為
を
含
め
て
全
体
を
一
つ
の
危
険
運
転
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₃（
（

た
め
、こ
れ
を
検
討
す
る
。

　

事
実
関
係
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
乙
店
で
再
度
飲
酒
す
る
目
的
で
甲
店
か
ら
乙
店
へ
移
動
す
る
際
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
二
台
の
車
に
分
乗

し
て
お
り
、
Ｃ
は
本
件
車
両
を
運
転
し
、
Ｂ
は
Ｂ
の
車
を
運
転
し
、
Ａ
は
Ｂ
の
車
に
同
乗
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
乙
店
に
到
着
し
、
一
度
車

を
降
り
た
。
し
か
し
、
乙
店
が
開
店
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
人
は
本
件
車
両
に
集
ま
り
、
改
め
て
Ｃ
が
走
行
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
実
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
三
人
は
、
乙
店
で
再
度
飲
酒
す
る
目
的
で
、
他
者
の
運
転
行
為
を
利
用
し
各
自
の
危
険
運
転
行
為

を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
意
思
連
絡
を
、
甲
店
で
行
っ
て
い
た
。
乙
店
駐
車
場
か
ら
事
故
現
場
に
至
る
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
も
、
乙
店
の
開
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店
時
間
を
待
つ
た
め
の
時
間
つ
ぶ
し
な
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
店
で
再
度
飲
酒
す
る
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
い
る
点
で
、
甲
店
か
ら
乙
店
へ

の
移
動
の
一
部
で
あ
り
、
な
お
共
謀
の
射
程
内
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
謀
共
同
正
犯
と
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
上
が
、
こ

の
指
摘
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
甲
店
か
ら
乙
店
へ
移
動
す
る
行
為
を
、﹁
他
者
の
運
転
行
為
を
利
用
し
て
、
各
自
の
危
険
運
転
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す

る
意
思
連
絡
﹂
に
基
づ
く
共
謀
共
同
正
犯
行
為
と
捉
え
る
の
は
や
や
強
引
で
あ
ろ
う
。
Ａ
・
Ｂ
は
Ｂ
の
車
で
、
Ｃ
は
Ｃ
の
車
で
そ
れ
ぞ
れ
乙

店
へ
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
Ａ
・
Ｂ
に
と
っ
て
の
自
分
の
危
険
運
転
は
、
今
ま
さ
に
行
っ
て
い
る
Ｂ
車
両
の
運
転
で
あ
り
、
Ｃ
に
と

っ
て
の
自
分
の
危
険
運
転
は
、
本
件
車
両
の
運
転
で
あ
る
。
自
身
の
乗
っ
て
い
る
車
の
枠
を
超
え
て
、
も
う
一
方
の
車
の
走
行
に
つ
い
て
ま

で
自
己
の
運
転
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
評
価
す
る
の
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
甲
店
か
ら
乙
店
へ
の
移
動
と
、
乙
店
か
ら
事
故
現
場
ま
で
の
移
動
を
一
連
一
体
の
、
一
つ
の
危
険
運
転
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
、

乙
店
で
一
度
車
を
降
り
て
店
に
入
っ
て
い
る
以
上
困
難
で
あ
る
。
乙
店
に
到
着
し
車
を
降
り
た
時
点
で
、
三
人
の
主
観
と
し
て
は
、
移
動
行

為
は
終
わ
っ
て
い
る
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
後
、
開
店
前
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て
Ｃ
車
両
に
三
人
が
乗
り
込
ん
だ
の
も
、
あ

く
ま
で
寒
さ
を
し
の
ぎ
つ
つ
開
店
時
間
を
待
つ
た
め
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
走
行
行
為
を
す
る
た
め
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
は
な
い
。
加
え
て

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
改
め
て
走
行
に
入
る
に
あ
た
り
、
Ｃ
に
は
自
車
の
自
慢
と
い
う
意
図
、
Ａ
と
Ｂ
に
は
そ
の
誘
い
に
乗
っ
て
や
ろ
う
と

い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、乙
店
駐
車
場
か
ら
本
件
事
故
の
現
場
ま
で
の
走
行
は
、﹁
甲
店
か
ら
乙
店
へ
の
移
動
の
付
随
的
な
走
行
﹂

で
は
な
く
、
全
く
新
し
い
意
思
形
成
に
基
づ
く
、
別
個
の
走
行
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
理
論
構
成
に
基
づ
く
と
、
仮
に
甲
店
か
ら
乙
店
へ
の
移
動
中
に
Ｃ
が
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
別
の
車
両
に
乗
っ
て
い
た

Ａ
・
Ｂ
も
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
共
謀
共
同
正
犯
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
は
不
当
で
あ
ろ
う
。
Ａ
・
Ｂ
は
Ｂ
車
両
に
乗
っ

て
Ｂ
車
両
を
運
転
し
て
い
た
以
上
、
Ｃ
の
本
件
車
両
の
運
転
を
も
Ａ
・
Ｂ
の
運
転
で
あ
る
と
評
価
し
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
正
犯
と
す
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る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
決
定
の
事
案
に
お
い
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
行
為
を
、
Ｃ
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
を
超
え
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
人

に
よ
る
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
共
謀
共
同
正
犯
の
成
立
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

六
　
本
決
定
の
意
義
と
射
程

　

本
決
定
は
、
交
通
犯
罪
を
巡
る
法
改
正
が
進
む
中
、
危
険
運
転
車
両
に
同
乗
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
幇
助
罪
の
成
立

を
認
め
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
本
決
定
に
よ
り
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
従
犯
が
成
立
し
得
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
同

乗
罪
の
定
め
が
あ
っ
て
も
な
お
同
乗
者
に
幇
助
犯
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、最
高
裁
の
立
場
が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
、

具
体
的
事
実
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、﹁
了
解
・
黙
認
﹂
と
い
う
比
較
的
消
極
的
な
関
与
形
態
に
つ
い
て
幇
助
行
為
該
当
性
の
認
定
に

踏
み
切
っ
て
い
る
こ
と
も
、
定
型
性
の
低
い
幇
助
行
為
性
に
関
し
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
決
定
は
あ
く
ま
で
当
該
事
案
に
お
け
る
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
、﹁
了
解
・
黙
認
﹂
を
幇
助
行
為

と
し
て
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
般
に
﹁
了
解
・
黙
認
﹂
と
い
う
消
極
的
な
関
与
形
態
が
幇
助
行
為
に
当
た
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
外
形
的
な
態
様
に
捉
わ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
具
体
的
事
情
の
下
で

他
人
の
犯
罪
を
容
易
に
し
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
最
高
裁
の
態
度
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
事
情
が
あ
れ
ば
犯
罪
を

容
易
に
し
た
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
お
よ
び
裁
判
例
の
蓄
積
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
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考
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本
決
定
の
評
釈
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

︻
第
一
審
︼

　
　

千
葉
陽
一
﹁
批
判
﹂
研
修
七
五
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
五
頁
。

　
　

坂
本
学
史
﹁
批
判
﹂
神
戸
学
院
法
学
四
〇
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
八
一
頁
。

　
　

上
野
幸
彦
﹁
批
判
﹂
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
七
頁
。

︻
最
高
裁
︼

　
　

本
田
稔
﹁
批
判
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
五
頁
。

　
　

深
町
晋
也
﹁
批
判
﹂
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
三
︱
一
、
三
三
頁
。

　
　

内
田
浩
﹁
批
判
﹂
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
二
頁
。

　
　

保
坂
和
人
﹁
批
判
﹂
警
察
学
論
集
六
七
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
四
一
頁
。

　
　

亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
﹁
批
判
﹂
法
律
時
報
八
六
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
二
二
頁
。

　
　

亀
井
源
太
郎
﹁
批
判
﹂
平
成
二
五
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
一
四
年
）
一
六
六
頁
。

　
　

前
田
雅
英
﹁
批
判
﹂
捜
査
研
究
七
六
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
頁
。

　
　

土
屋
美
奈
江
﹁
批
判
﹂
警
察
公
論
七
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
八
九
頁
。

　
　

最
高
裁
新
判
例
紹
介
・
法
律
時
報
八
六
巻
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
三
八
頁
。

　
　

水
落
伸
介
﹁
批
判
﹂
法
学
新
報
一
二
一
巻
五
＝
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
八
九
頁
。

　
　

中
央
大
学
真
法
会
・
受
験
新
報
七
五
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
八
頁
。

　
　

照
沼
亮
介
﹁
批
判
﹂
上
智
法
学
論
集
第
五
八
巻
第
三
＝
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
五
三
頁
。

　

本
稿
脱
稿
後
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、

　
　

駒
田
秀
和
﹁
判
解
﹂
最
判
解
刑
事
篇
平
成
二
五
年
度
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
九
頁
。

　
　

駒
田
秀
和
﹁
批
判
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
八
頁
。
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六
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八
号�
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五
四

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
九
六

（
1
）　

な
お
、
Ｃ
に
は
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
（
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）、
そ
の
後
確
定
（
東
京
高
判
平
成
二
一

年
一
一
月
二
七
日
高
刑
速
（
平
二
一
）
一
四
三
頁
）。
甲
店
の
経
営
者
に
は
、
道
路
交
通
法
一
一
七
条
の
二
の
二
第
三
号
、
六
五
条
三
項
の
﹁
酒
類
提
供
罪
﹂
の
成
立
が
認
め

ら
れ
た
（
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
〇
年
六
月
五
日
判
時
二
〇
二
二
号
一
六
〇
頁
）。

（
2
）　

井
上
宏
、
山
田
利
行
、
島
戸
純
﹁
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
解
説
﹂
法
曹
時
報
第
五
四
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
四
三
頁
。

（
3
）　

大
判
昭
和
三
年
四
月
六
日
刑
集
七
巻
二
九
一
頁
﹁
凡
そ
結
果
的
加
重
犯
た
る
や
一
定
の
犯
罪
行
為
よ
り
一
定
の
重
き
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
る
と
き
其
の
重
き
結
果
を
基
本
た

る
犯
罪
行
為
に
結
合
せ
し
め
重
き
責
任
を
負
わ
し
む
る
場
合
な
れ
ば
、
苛
も
基
本
た
る
犯
罪
行
為
と
結
果
と
の
間
に
若
し
前
者
な
か
り
せ
ば
後
者
な
か
り
し
な
る
べ
し
と
の
関

係
存
す
る
に
於
て
は
、
基
本
た
る
犯
罪
行
為
が
其
の
重
き
結
果
に
対
し
直
接
の
原
因
を
為
す
と
否
と
を
問
わ
ず
絶
対
に
結
果
的
加
重
犯
の
成
立
を
来
す
も
の
と
解
す
べ
き
も
の

と
す
﹂、
最
判
昭
和
二
六
年
九
月
二
〇
日
刑
集
五
巻
一
〇
号
一
九
三
八
頁
﹁
傷
害
致
死
罪
の
成
立
に
は
傷
害
と
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
の
存
在
を
必
要
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、

致
死
の
結
果
に
つ
い
て
の
予
見
は
必
要
と
し
な
い
﹂。

（
4
）　

大
谷
實
﹃
刑
法
講
義
総
論
（
新
版
第
四
版
）﹄（
二
〇
一
二
年
）
一
九
九
頁
、
大
塚
仁
﹃
刑
法
概
説
（
総
論
）（
第
四
版
）﹄（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
〇
頁
な
ど
。
な
お
、
榎
本

桃
也
﹃
結
果
的
加
重
犯
の
再
検
討
﹄（
二
〇
一
一
年
）
は
一
三
頁
以
下
で
、
過
失
必
要
説
を
支
持
し
責
任
主
義
を
貫
徹
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
過
失
不
要
説
に
つ
い

て
も
一
定
の
評
価
を
与
え
、
過
失
必
要
説
の
具
体
的
あ
り
か
た
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
5
）　

大
谷
實
・
前
掲
注
（
4
）
四
四
二
頁
は
、﹁
幇
助
犯
は
幇
助
の
故
意
を
要
件
と
し
て
成
立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
過
失
犯
を
処
罰
す
る
場
合
は
特
別
の
規
定
を

要
す
る
か
ら
、
過
失
に
よ
る
幇
助
を
認
め
る
こ
と
は
罪
刑
法
定
主
義
に
違
反
す
る
と
考
え
る
﹂
と
す
る
。

（
6
）　

な
お
、
過
失
に
よ
る
幇
助
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
過
失
犯
に
対
す
る
幇
助
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
大
塚
・
前
掲
注
（
4
）
三
二

三
頁
は
、﹁
自
動
車
の
運
転
者
が
居
眠
り
運
転
を
し
て
い
る
際
、
助
手
席
に
同
乗
し
て
い
た
者
が
、
危
険
を
感
じ
な
が
ら
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
通
行
人
を
は
ね
飛
ば
し
て

負
傷
さ
せ
た
場
合
に
は
、
居
眠
り
運
転
者
に
自
動
車
運
転
過
失
傷
害
罪
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
故
を
予
見
し
な
が
ら
注
意
を
与
え
ず
に
い
た
同
乗
者
に
も
、
少
な
く

と
も
未
必
的
故
意
に
も
と
づ
く
そ
の
従
犯
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
谷
實
・
前
掲
注
（
4
）
四
四
四
頁
も
過
失
犯
の
幇
助
犯
を
肯
定
す
る
。
一
方
、
前

田
雅
英
ほ
か
﹃
条
解
刑
法
（
第
三
版
）﹄（
二
〇
一
三
年
）
二
三
六
頁
は
、﹁
誤
っ
て
犯
罪
を
助
け
た
場
合
﹂
と
並
ん
で
﹁
過
失
犯
に
対
す
る
幇
助
﹂
に
つ
い
て
も
幇
助
犯
の
成

立
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

（
7
）　

前
田
雅
英
﹃
刑
法
総
論
講
義
（
第
五
版
）﹄（
二
〇
一
一
年
）
五
三
九
頁
お
よ
び
五
〇
七
頁
は
、﹁
結
果
的
加
重
犯
は
、
過
失
犯
と
異
な
り
、
基
本
と
な
る
犯
罪
行
為
に
関
し

て
故
意
が
存
在
す
る
﹂
点
に
着
目
し
、
結
果
的
加
重
犯
に
対
す
る
共
犯
と
過
失
犯
に
対
す
る
共
犯
は
﹁
質
的
に
異
な
る
﹂
と
説
明
す
る
。

（
8
）　

深
町
晋
也
﹁
批
判
﹂
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
三
︱
一
、
三
三
頁
は
、
酒
酔
い
運
転
等
に
つ
い
て
道
交
法
上
の
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
に
加
え
、
基
本
行
為
に
つ
い
て
の
故
意



（　
　
　
　

）

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

同
志
社
法
学　

六
七
巻
八
号�

二
五
五

三
三
九
七

が
必
要
で
あ
る
以
上
処
罰
範
囲
が
無
限
定
に
拡
張
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
も
根
拠
と
し
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
つ
い
て
も
幇
助
犯
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
る
と
論
じ

て
い
る
。

（
9
）　

二
〇
〇
七
年
道
交
法
改
正
に
つ
い
て
、
今
井
猛
嘉
﹁
飲
酒
運
転
対
策
立
法
の
意
義
と
課
題
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
四
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
二
八
頁
以
下
、
江
口
和
伸
﹁
刑

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
﹂
同
一
三
四
頁
以
下
、檜
垣
重
臣
﹁
道
交
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
九
〇
号
）
に
つ
い
て
﹂
同
一
四
一
頁
な
ど
。

（
10
）　

東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
九
月
三
〇
日
（
下
刑
集
七
・
九
・
一
八
二
）
な
ど
。

（
11
）　

上
野
幸
彦
﹁
批
判
﹂
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
三
二
頁
は
、
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
、﹁
こ
の
判
決
の
論
理
に
従
う
と
、
他
人
の
傷
害
を
企
て
て
い

る
者
に
対
し
て
そ
の
事
情
を
知
り
な
が
ら
ナ
イ
フ
を
提
供
し
た
者
に
は
、
正
犯
の
犯
行
を
制
止
す
べ
き
作
為
義
務
が
生
じ
、
ナ
イ
フ
の
提
供
と
い
う
作
為
幇
助
の
責
任
と
と
も

に
、
犯
行
を
制
止
し
な
か
っ
た
と
い
う
作
為
義
務
違
反
と
し
て
不
作
為
幇
助
の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
物
理
的
に
せ
よ
精
神
的
に
せ
よ
作
為
的
に
幇
助

を
行
っ
た
者
は
、
正
犯
の
犯
行
を
阻
止
す
べ
き
作
為
義
務
を
負
い
、
つ
ね
に
不
作
為
に
よ
る
幇
助
の
罪
責
も
随
伴
す
る
と
い
う
帰
結
に
至
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
に
は
、

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
﹂
と
、
第
一
審
判
決
を
批
判
し
て
い
る
。

（
12
）　

千
葉
陽
一
﹁
批
判
﹂
研
修
七
五
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
六
頁
は
、
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
、﹁﹃
了
解
を
与
え
た
こ
と
﹄
と
﹃
黙
認
﹄
を
明
確
に
分
離
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
幇

助
罪
の
該
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
以
外
の
構
成
も
十
分
に
あ
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
﹂
と
し
て
い
る
。

（
13
）　

亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
﹁
批
判
﹂
法
律
時
報
八
六
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
二
四
頁
は
、﹁
最
高
裁
で
は
、
了
解
行
為
・
黙
認
行
為
と
も
に
、
作
為
犯
と
し
て
構
成
さ
れ

た
と
解
釈
で
き
る
﹂
と
し
て
い
る
。

（
14
）　

亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
・
前
掲
注
（
13
）
一
二
五
︱
一
二
六
頁
。

（
15
）　

水
落
伸
介
﹁
批
判
﹂
法
学
新
報
一
二
一
巻
五
＝
六
号
四
九
五
頁
は
、﹁
本
決
定
は
﹃
被
告
人
両
名
の
了
解
と
こ
れ
に
続
く
黙
認
と
い
う
行
為
﹄
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
不

作
為
も
﹃
行
為
﹄
で
あ
る
以
上
、仮
に
黙
認
を
不
作
為
と
し
て
構
成
し
た
と
し
て
も
、黙
認
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
叙
上
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
﹂
た
め
、

﹁
本
決
定
が
黙
認
を
作
為
犯
と
し
て
構
成
し
た
と
ま
で
言
い
切
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
﹂
と
す
る
。

（
16
）　

最
判
昭
和
二
四
年
一
〇
月
一
日
刑
集
三
巻
一
〇
号
一
六
二
九
頁
。

（
17
）　

大
判
大
正
一
二
年
三
月
三
〇
日
刑
集
二
巻
二
七
七
頁
。

（
18
）　

大
判
昭
和
七
年
六
月
一
四
日
刑
集
一
一
巻
七
九
七
頁
。

（
19
）　

最
判
昭
和
二
五
年
七
月
一
九
日
刑
集
四
巻
八
号
一
四
六
三
頁
。

（
20
）　

本
田
稔
﹁
批
判
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
五
頁
。
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同
志
社
法
学　

六
七
巻
八
号�

二
五
六

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
を
了
解
し
、
同
乗
し
て

そ
の
走
行
を
黙
認
し
続
け
た
行
為
に
つ
い
て
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

三
三
九
八

（
21
）　

本
田
稔
・
前
掲
注
（
20
）
一
一
五
頁
。

（
22
）　

上
野
幸
彦
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
一
頁
。

（
23
）　

大
塚
仁
ほ
か
編
﹃
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
（
第
二
版
）
第
五
巻
﹄（
一
九
九
九
年
）
五
四
九
頁
（
堀
内
信
明
＝
安
廣
文
夫
執
筆
）。

（
24
）　

亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
・
前
掲
注
（
13
）
一
二
四
頁
は
﹁
少
な
く
と
も
判
例
上
、
積
極
的
に
働
き
か
け
、
正
犯
の
意
思
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
精
神
的
幇
助
を
認
定

す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
あ
る
﹂
と
し
、
最
決
平
成
二
三
年
一
二
月
一
九
日
刑
集
六
五
巻
九
号
一
三
八
〇
頁
（
い
わ
ゆ
るW

inny

事
件
）

が
、
原
審
が
幇
助
の
行
為
態
様
を
限
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
﹁
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
は
認
め
難
﹂
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
い
か
な
る
行
為
態
様
で
あ
っ
て
も
そ
の
関

与
に
よ
っ
て
犯
罪
行
為
が
容
易
に
な
っ
た
以
上
幇
助
犯
が
成
立
す
る
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
照
沼
亮
介
﹁
批
判
﹂
上
智
法
学
論
集
第
五
八
巻
第
三
＝
四
号
一

六
二
頁
は
、
従
犯
の
処
罰
範
囲
の
不
当
な
拡
大
を
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
、﹁
幇
助
の
成
否
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
通
常
の
場
合
と
区
別
さ
れ
た
特
別

な
要
件
を
定
立
し
た
り
、
特
別
に
厳
格
な
判
断
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
も
な
く
、
む
し
ろ
幇
助
犯
の
一
般
的
な
成
立
要
件
を
厳
密
に
判
断

す
る
こ
と
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
い
う
﹁
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
﹂
と
分
析
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
正
当
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

（
25
）　

最
判
昭
和
五
四
年
一
一
月
一
日
集
刑
二
一
六
号
二
四
三
頁
。

（
26
）　

札
幌
高
判
平
成
一
七
年
八
月
一
八
日
判
時
一
九
二
三
号
一
六
〇
頁
。

（
27
）　

仙
台
地
判
平
成
二
〇
年
九
月
一
九
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
こ
の
判
例
の
評
釈
と
し
て
、
殿
井
憲
一
﹁
批
判
﹂
研
修
七
二
五
号
一
〇
五
頁
、
坂
本
学
史
﹁
批
判
﹂
神
戸
学

院
法
学
三
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
四
九
頁
。

（
28
）　

照
沼
亮
介
・
前
掲
注
（
24
）
一
七
六
頁
は
、﹁
本
決
定
を
単
純
に
﹃
同
乗
者
の
了
解
・
黙
認
に
よ
っ
て
幇
助
が
認
め
ら
れ
た
先
例
﹄
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
﹂
と
し
て
お
り
、
亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
・
前
掲
注
（
13
）
一
二
七
頁
も
、﹁
本
決
定
は
、
犯
罪
に
対
す
る
了
解
・
黙
認
が
存
在
す
れ
ば
、
常
に
幇
助
が
成
立
す

る
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
事
情
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
了
解
・
黙
認
に
つ
き
、
幇
助
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
余
地
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
﹂
と
評
価
し
、﹁
今
後
、

幇
助
行
為
性
の
具
体
的
判
断
の
蓄
積
が
望
ま
れ
る
﹂
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
評
釈
含
め
、
本
決
定
を
直
ち
に
一
般
化
で
き
る
も
の
と
理
解
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
29
）　

坂
本
学
史
﹁
批
判
﹂
神
戸
学
院
法
学
四
〇
巻
三
＝
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
九
六
︱
三
九
八
頁
。

（
30
）　

な
お
、
上
野
幸
彦
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
九
頁
は
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
自
手
犯
と
解
す
の
が
適
切
で
あ
る
と
し
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
間
接
正
犯
や
共
同
正
犯
は
認

め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

（
31
）　

亀
井
源
太
郎
、
濱
田
新
・
前
掲
注
（
13
）
一
二
四
頁
は
、﹁
仮
に
、
同
乗
者
が
運
転
に
了
解
を
与
え
た
事
案
に
お
い
て
、
運
転
手
が
同
乗
者
の
配
下
で
あ
り
、
運
転
が
も
っ

ぱ
ら
同
乗
者
の
た
め
に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
等
の
事
情
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
共
謀
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
余
地
は
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
﹂
と
し
て
い
る
。

（
32
）　

坂
本
学
史
・
前
掲
注
（
29
）
三
九
六
︱
三
九
八
頁
。


